
 

 

 

ゆとりあ

る
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りある

やや厳し

い

まったく

厳しい

あなたが暮らしたいのは… 

戦争する国？戦争しない国？ 
 安倍政権が成立をめざす安保法制は、「戦

争準備法案＝戦争法」であることが明白で

す。国民の多くが「法案に反対」する中での

強引な国会運営は、絶対に許されません。 

（右表＝毎日新聞調査） 

戦争法 NO！ねりま集会＆パレード…空前の 1,350人！ 集結 
地域から戦争法ＮＯの声を挙げようと、労働

3 団体（練馬労連・練馬区職労・練馬全労協）

の呼びかけにより、7 月 1 日、平成つつじ公園

で、「戦争法 NO！ねりま集会＆パレード」が

行われました。雨空にもかかわらず屋外集会と

しては、史上最高となる 1,350 人が参加（東

京土建 180 人）。 

地域の平和団体・原発団体など 5 政党を含む 34 団体・44 組合が賛同

し、労働運動・市民運動が一体となり、青年・子育て中の母親・戦争体験

者・元自衛官など各界からの発言をうけ、「戦争法 NO!ねりま集会アピール」

が採択。個人で集会やパレードに参加する方も多数あり、戦争法案に懸念

を抱く練馬区民への大きなアピールとなりました。 

さ・ら・に練馬から平和の声を上げよう！（当面の集会等） 
全国各地で戦争法反対の集会や宣伝行動が連日のように過去最高の規模

で開かれています。国民のこの声を力に、国会での強行採決を許さぬ世論

を広げていきましょう。  

●ねりま 9 条の会 11 周年記念講演会「憲法が守った 70 年の平和」 

【とき】7 月 22 日(水)18：30～【ところ】練馬文化センター小ホール 

【内容】 講演：伊藤真弁護士  コント：松元ヒロ 

【入場料】1,000 円 ※行動費はありません。後日交通費 1,000 円を支

給します。【参加目標】分会 3 名（詳しくは分会役員まで） 

●ねりま平和行進 

核兵器の全面禁止、被爆者援護連帯を求めて例年おこなっている平和行

進をおこないます。 

【とき】7 月 28 日(火)18：30～【集合】豊玉公園【参加】分会 3％（2

号動員）【内容】集会後、中新井公園まで平和行進を行います。アピールで

きるグッズ（格好）大歓迎 

憲法・平和・戦争…この機会に語り合いませんか？ 
～～終戦記念日を前に、仲間と語り合う「憲法茶話会」を！～～ 

憲法は私たちの生活にはなくてはならない礎（いしずえ）です。少人数

でお茶を飲みながら仲間で語りあう場を作りましょう。この情勢では、話

題に事欠きません！子供を戦争に行かせたくないお母さん！戦争体験を語

ってくれる先輩！誰もが知らないではすまない憲法…グッズ・教材は支部

担当者まで問い合わせ下さい。※「戦争する国？戦争しない国？」リーフ

レットを配布します。本日の群会議でご覧下さい。 
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取
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。
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独
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れ
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Ｑ
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～
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０
０
円 
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０
０
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大
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中
学
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子
供
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３
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上
小
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生
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下
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】
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。 
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３
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。
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落
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２
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５
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０
０
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，
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０
０
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【
申
込
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切
】
７
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（
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※
申
込
チ
ラ
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を
群
3
枚
配
布
。 
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①
足
場
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
を
行
う
労
働

者 ②
塗
装
・
大
工
・
左
官
職
な
ど
で
作
業
の
た
め
に
一
時

的
に
「
手
す
り
」
を
外
す
方
。 

※
受
講
資
格
…
平
成

２
７
年
６
月
30
日
時
点
で
18
才
以
上
、
か
つ
足
場
作

業
経
験
者 

練
馬
社
保
協
『
第
8
回
な
ん
で
も
相
談
会
』
の
取
り
組
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様
々
な
問
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に
苦
し
ん
で
い
て
も
、
ど
こ
に
相
談
に
行
っ
た
ら
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
方
々
が
大
勢
い
ま
す
。
練
馬
社
保
協
の
仲
間
と
と
も
に
「
な

ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
、
専
門
家
（
弁
護
士
・
議
員
・
医
師
等
）
を

配
置
し
区
民
の
問
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
仲
間
の
相
談
も
可
能
で
す
。 
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】
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馬
駅
北
口
・
平
成
つ
つ
じ
公
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★
今
月
の
署
名
★ 

●
練
馬
区
教
育
委
員
会
へ
の
陳
情
署
名 

昨
年
の
教
育
委
員
会
制
度
改
悪

に
よ
り
、
現
場
教
員
の
意
向
を
無
視
し
た
教
科
書
採
択
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
８
月
初
旬
の
練
馬
区
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。
新
婦
人
練

馬
支
部
よ
り
「
中
学
校
教
科
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
」
署
名
の
依
頼
あ
り
。。 

【
取
り
組
み
】
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3
枚
【
集
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】
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月
21
日 

支
部
納
入
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7/17・8/3・8/18 の午後は書記局会議のため、7/30 は全都

書記決起集会のため一日、8/12～14 は夏季休業のため事

務所を閉めさせていただきます。 

ご協力お願いします。 

組合活動 機関会議 地域

16 木
平和共同取材・マイナンバーシンポ
総がかり行動「議員会館前」

17 金
18 土 後六役会議 戦争法NO実行委

19 日
オスプレイ配備反対行動
PAL活動者会議

20 月 東京社保学校
21 火 納入日　財政部 城北B役員交流会
22 水 ねりま９条の会講演会

23 木
社保協「なんでも相談会」
仕事対策活動者会議

分会長会議
総がかり行動「議員会館前」

24 金
本部報告　消費税駅宣
安倍政権NO日比谷集会

仕事対策・労働対策

25 土 親子野外アニメ上映会

26 日
家族みんなで豊島園
シニア夏の交流会

どめよう戦争法国会包囲行動

27 月 社保・保健推進委

28 火

29 水 マイナンバー学習・事業所交流 組織・後継者合同 労連常幹

30 木

31 金 税金対策・新加入

組合活動 機関会議 地域
1 土

2 日
本部将棋大会
支部足場講習

3 月

4 火 本部事業所セミナー 四役　運動会実行委
5 水 若年者事業実務担当研修 常任
6 木 憲法駅宣 執行委員会
7 金 教宣部
8 土
9 日

10 月 六役会議
11 火
12 水 分会執行委
13 木 分会執行委
14 金
15 土
16 日
17 月
18 火

19 水
定例行動日
経営センターマイナンバー学習

納入日

総がかり行動「議員会館前」
全都書記決起集会…1日事務所閉まります

国保組合会　 城北Bアスベストアクション
練馬平和行進　　　総がかり行動野音集会

書記局会議…午後事務所閉まります
　　　　　　　　　　　　　　　練馬建設協議会

8月

書記局会議…午後事務所閉まります

7月

書記局会議…午後事務所閉まります

原水禁大会（長崎）

夏期休業

支部活動者会議

本部拡大中執

シニア友の会・夏の交流会･･･ 

ベテランのみなさん！交流の内容は、①男の料理教室 

②卓球交流 ③麻雀などです。 

【とき】７/２６（日）【ところ】練馬支部会館 

※詳細はチラシか、支部事務所担当＝松澤 
 

無料法律相談  

【とき】8/10(月)15：00～【ところ】練馬支部会館 ※要予約 
 

無料経営相談日（予約制） 

【とき】7/28（火）・8/28（金）午前 10時 【ところ】けんせつプ

ラザ東京【申込】支部事務所担当＝佐藤 
 

第 37 回将棋大会 

【日時】8/2（日）開会 9：30～【場所】けんせつプラザ東京 

【参加費】2,000円(支部窓口にてお支払いください) 

【申込方法】支部へ連絡をしてください。【締切】7/20 ※団

体戦は 1チーム 3名で申込 
 

人形劇団プーク「怪獣が町にやってきた」 

【日時】8/20(木)～8/23(日) 【場所】紀伊国屋ホール 

【観劇料】3才以上均一定価 3,130円のところ 1,200円 

【申込方法】人形劇団プーク 03-3370-3371(土建練馬支部

組合員と伝えてください) 
 

松山バレエ団夏休みスペシャル「森下洋子のバレエ＆トーク」 

【日時】8/22(土) 【場所】渋谷公会堂 【観劇料】3,500 円

(定価 4,500円のところ) 

【申込】松山バレエ団公演事務局（03-3408-7939 土建練

馬支部組合員と伝えてください) 
 

東京芸術座 戦争と青春のつどい特別企画「教科書から

消された戦争」 

朗読と映像と音楽でつづる消せない記憶～戦争しない未

来のために～ 

【日時】8/20(木) 14：00～、19：00～【場所】練馬区立生涯

学習センター【入場料】1,000 円 【申込】支部事務所担当

＝田崎、または東京芸術座 03-3997-4341 

※田崎書記が出演（役者デビュー）します!!!! 
 

サンリオピューロランドの特別優待デー 

8/1（土）～31（月）まで組合員・家族対象のスペシャルデー

となります。パスポート料金が大人 3,800 円のところ 2,500

円、１７歳までの子ども 2,700円が 2,300円となります。利用

にあたってはチラシの割引券をご持参ください。 

 

とらいあんぐる 10 周年記念行事 

練馬支部主婦の会の子育て実行委員会「とらいあんぐ

る」が生まれて今年で 10周年。9月 5日に記念行事を行い

ます。ママもパパも子供たちも集まって！そこで…『子ども

の絵』の募集を行います。メインステージの朗読で上映す

るスライドに使います。 

【テーマ】平和、家族、友だち、僕（私）の宝物、将来の夢、

の中から選んでＢ4 程度の大きさの画用紙に描いてくださ

い。分会主婦の会もしくは、支部へ、【締切】8/25 
 

第 5 回親子野外アニメ上映会  

今年も親子野外アニメ上映会が開催されます。 

【日時】7/25（土）18：00～20：30 

【場所】石神井公園野外ステージ 

※雨天の場合は、ふるさと文化館多目的会議室で上映 
 

ミニ学習コーナー 
～・～建設労働災害の実情～・～ 

建設業は他の業種に比べ、多くの死亡災害が

発生しています。建設業の労働者数の比率は全

産業の約 10％であることを考慮すると、死亡

災害の比率約35％は、異常に高いといえます。 

建設業全体を年別でみると、労働災害死亡者

数は年々減少傾向にあるものの、墜落による死

亡災害は、毎年 40％前後と高い比率を占めて

います。 
墜落・転落災害を無くすため、安心できる現場で

働けるため、『足場の組み立て特別講習』に参加しま

しょう。詳しくはチラシ（申込書）をごらんくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


